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READYFOR株式会社

・2011年3月29日日本初のクラウドファンディングとして運営を開始
・東京大学人工知能研究者の松尾豊が創業したオーマ株式会社の１事業として運営
・2014年7月READYFOR株式会社を創業、その後オーマより事業譲渡
・現在日本最大のクラウドファンディングとして、60名の従業員と共に成長中

・2010年慶応義塾大学経済学部卒業
・2012年慶應義塾大学メディアデザイン研究科修了

・World Economic Forum （通称ダボス会議）Global Shapers
・St.Gallen Symposium Young Leaders of Tomorrow
・Forbes Under30 （Forbes社が選ぶ30歳以下の全世界で活躍す
るTOP300）
・総務省地域IOT推進タスクフォース メンバー
・内閣府行政のあり方懇談会 メンバー
・日本財団 アドバイザリー会議委員
・特定非営利活動法人ミラツク 理事

メディア実績
・AERA 現代の肖像
・カンブリア宮殿
・日経新聞 ビジネスリーダー連載 等

代表取締役CEO 米良はるか
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READYFORは日本で初めてクラウドファンディングを開始
し、国内最大のクラウドファンディングサービスを提供して
います。

累計支援者数
218,000人

プロジェクト数
5,200件

累計支援額
30.4億円

クラウドファンディング
READYFORとは？

http://readyfor.jp

全てNo.1

月額支援額（4月時点）
2億円

※READYFOR調べ
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クラウドファンディングの仕組み
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多方面の事業の立ち上げをサポート

ベンチャーのものづくり支援

国立博物館の新事業支援地域事業者のリノベーション支援

途上国での活動支援
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地域金融機関とのビジネスマッチング

地方銀行
・北陸銀行（富山）
・四国銀行（高知）
・栃木銀行（栃木）
・北都銀行（秋田）

信用金庫
・岡崎信用金庫（愛知）
・岐阜信用金庫（岐阜）
・東濃信用金庫（岐阜）
・大垣西濃信用金庫（岐阜）
・磐田信用金庫（静岡）

信用組合
・北海道の信用組合様一社

10の地域金融機関と業務提携を締結
リスクマネーの供給を実施
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READYFORによる古民家等の
歴史的資源を活用した観光地再生・活性化事例
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事例①築270年の古民家をリノベーションし、
ショップとして再開させた事例

【クラウドファンディング募集ページ】【法人概要】

法人名 石見銀山生活研究所

所在地 島根県太田市大村町

本件概要

□広島にあった築270年の歴史的な古民家を島根
県の石見銀山に移築し、日本の伝統を伝えるブラン
ドをつくり、ショップとして運営

□茅葺き屋根という日本古来の手法で、屋根の修
繕を行うための費用集めをクラウドファンディングす
る

□1200万円以上の支援金が全国から集まる

□返礼品として、用意された、「田舎暮らしお試し宿
泊プラン」は即完売

□クラウドファンディングの支援者だけで150名が訪
れることが確定済み
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事例②秋田市の由緒ある元料亭を改装し、
秋田舞妓文化を復活させる事業

【クラウドファンディング募集ページ】【法人概要】

法人名 株式会社せん

所在地 秋田県秋田市

本件概要

□秋田市にある千秋公園の元料亭を改装し、「秋田
舞妓芸」の劇場をつくる事業

□社長は、創業1年の27歳の女性で、北都銀行か
らの融資に加え、創業期の個人負担を減らすため
に、クラウドファンディングを実施

□1400万円以上の支援金が全国から集まる

□返礼品として、「一口ごひいきさん」と支援者を名
付け、５万円の支援に対し、お座敷にご芳名板を用
意
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古民家等の再生事業にクラウドファンディング
の利用が急速に拡大している理由

２、創業期の経済的リスクの軽減

１、見込み客の獲得

□熱海にゲストハウスを創業し、インバウンドの事業を
行うMARUYAでは、クラウドファンディングを見込み
客獲得のために利用
□支援をしてくれる人に返礼品として、宿泊券を提供する
ことで、オープン前に、200名の顧客を獲得
□支援者は、ただのお客様ではなく、ゲストハウスを一緒に
作ったという仲間の一人という気持ちなので、オープン時
のお手伝いにつながる事も

□北九州市の香春口にある古い長屋をリノベーションし、
女性の創業施設をオープンした、北九州家守舎は、
融資の他に、200万円をクラウドファンディングで獲得
□古民家再生にかかる費用は、少なくとも、1000万円弱で、
創業者にとっては、融資ではまかなえない場合も
□出来る限り個人での経済的リスクを抑えるためにも、
返済のいらないクラウドファンディングは有用
□特に、内装費等の追加資金などで利用されることが多い
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【理想】
・全国の古民家事業者がクラウドファンディン
グを活用している状態

【提案】

1. 融資（投資）＋クラウドファンディングの
という資金調達モデルをスタンダードとし
て推奨していただく

• 利用者に集めた額に応じた補助金付与
• セミナー開催等浸透施策に予算付与

2. 各地域にクラウドファンディングアドバイ
ザーを用意し、古民家再生事業における、
サポート体制をつくる

3. 支援者を優遇する、税制メリットを用意す
ることで、支援のハードルを下げる（≒ふ
るさと納税）

古民家等歴史的資源にクラウドファンディング
利用を加速させるためには

【課題】

1. 古民家事業者におけるクラウドファン
ディングの認知度が低い

2. 認知しても上手く利用できるウェブ
マーケティング能力のある人材が少な
い

3. 支援者を集めるのが大変だと認識され
えいる

【現状】
・古民家再生関連での利用は全国で数百件
・毎年、活用事例が増加しているが、全国
的な普及までいきついていない
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会社名

READYFOR株式会社

所在地

〒113-0033 東京都文京区本郷5-33-10 IKB本郷ビル3階

連絡先

03-6801-5767

担当

米良はるか

お問い合わせ

PAGE 11


